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第 6回日進市史編集委員会 議事録 

 

1日      時  平成 26年 9月 29日（月）午後 1時 30分～午後 2時 35分 

2場   所  日進市役所本庁舎 2階 第 4会議室 

3出  席  者  浅井常典委員、林董一委員、山本文次委員、田中八隆委員 

4欠 席 者  服部誠委員 

5事  務  局   武田教育部長、須崎主幹、宇佐美課長補佐、長原係長 

6 報 告 事 項    (1)市史編さん事業の進捗状況について 

7 確 認 事 項  (1)発刊スケジュールについて 

        (2)自然編・民俗編の巻構成等について 

        (3)その他 

発 言 者 発   言   内   容 

事務局 ただいまより、第 6回日進市史編集委員会を開始いたします。 

はじめに、日進市史編集委員会代表の浅井常典委員よりご挨拶をお願いいたします。 

代表 【挨拶】日進市史の編さんもまとめの段階に入りました。自然編と民俗編は日進市史と

してバランスをとっていくことが重要であります。表記の統一も必要であり、注意をし

なければならないので、本日は、それらのことについてもご指摘をいただいて少しでも

良い市史をつくるためにご協力のほどよろしくお願いいたします。 

事務局  次に、報告事項に移ります。 

このあとの議事進行は代表の浅井委員にお願いいたします。 

代表 では、報告事項(1)市史編さん事業の進捗状況について、事務局より説明をお願いしま

す。 

事務局 【資料に沿って説明】 

【要旨】 

平成 25年 9月開催の第 5回日進市史編集委員会以降、現在までの市史編さん事業 

の進捗についてご説明します。 

自然部会は、全体会議 1 回と毎月１回の専門部会会議を開催し、執筆及び校正の進

捗確認、スケジュール確認、表記等の統一確認を行いました。 

民俗部会は、全体会議を 2回開催し、執筆及び校正の進捗確認、スケジュール確認、

表記等の統一確認を行いました。 

自然編、民俗編ともに執筆、校正を進める中で確認の必要が出てきたため、追加調

査も実施しました。 

代表  ご質問・ご意見等ありましたらお願いします。 

委員  執筆者の個性と統一について、整理する必要がありますが、文体そのものを変えるこ 

とは難しいと考えます。章の中では揃っていたほうがよいので、更に詰めていきます。 

 調査期間は終了していますが、アカハライモリ・カスミサンショウウオ・ヤマアカガ 

エル・ツチガエルの四種が見つかっておりません。ヤマアカガエルやツチガエルは普通 

にみられる種でありましたのに残念です。岩藤川観察会の方もそのように言ってみえま 

した。 

委員  民俗編も校正の段階なので、随時、見させていただきたいです。一人の目で通して見 

る事も大事ですので、全ての原稿に目を通したいですし、例えば、「御嶽山」等の漢字の 

統一も必要です。数多くの経験を積んだ執筆委員の意見も伺いつつ判断していきたいと 

考えます。 

代表  監修者はいかがですか。 
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委員  原稿を拝見し、御嶽山について、場所ととらえる場合は、「御岳山」とし、信仰として 

の場合は、「御嶽山」と使い分けてありましたので、そのように理解していましたが、こ 

のたび、木曽の御嶽山が噴火した際に新聞等では「御嶽山」で統一がなされましたので、 

それにならって、「御嶽山」で統一してはいかがでしょうか。 

代表  事務局と調整し、そのように統一したいと考えます。 

 なお、初稿はじっくり丁寧に校正を実施していきたいと考えます。 

 他にご意見等はございませんか。 

 ないようですので、ひとことご挨拶をさせていただきます。自然編・民俗編とともに 

原稿を入稿し初稿校正に入っておりますので、編集委員会としても一区切りと考えてい 

ます。委員の皆様には 5年間ありがとうございました。今回の市史に携わり、ＰＲとい 

うものが非常に大切だと感じました。広く市民の皆様に市史をご覧になっていただける 

よう今後も考えていく必要がありますので、皆様もご理解とご協力をお願いいたします。 

代表  次に、確認事項に移ります。 

では、確認事項(1)発刊スケジュールについて事務局より説明をお願いします。 

事務局 【資料に沿って説明】 

【要旨】 

 発刊スケジュールについては、前回の編集委員会においてご承認いただいた内容で 

進んでおります。編さん委員会は平成 21年度から年 1回ずつ、編集委員会は平成 22 

年度から年に 1～2回実施してきました。今年度は編さん委員会、編集委員会ともに 1 

回開催の予定です。 

次に、自然編ですが、本文編と目録編の 2冊であること等により、平成 26年 4月 1 

日に制作業務委託の契約を締結し、原稿を順次入稿し数回の校正を経て平成 27年 3月 

24日に納品予定です。 

また、民俗編は、平成 26年 7月 16日付けで制作業務委託の契約を締結し、原稿を 

順次入稿し数回の校正を経て平成 27年 3月 25日に納品予定です。 

  最後に広報については、市史の刊行にあわせて「広報にっしん」でＰＲを行い、１

月または 2月に市史講座を実施する予定です。 

代表 発刊スケジュールは、前回の編集委員会で審議し了承しておりますが、改めて確認事

項として説明していただきました。 

ただいまの説明に対しご質問・ご意見等ありましたらお願いします。 

委員 自然編は、初稿でしっかりと校正し、二校で体裁を整える予定です。 

委員 民俗編の市史講座「尾張の子供行事」、「郷土の祭礼習俗 馬の頭」ともによい講座で

した。自然編・民俗編ともに講座も大事ですし、調査により収集した資料の整理や保存

が平成 27年度以降の課題であります。 

代表 市史の発刊前に小さなチラシを作って、回覧板で回覧していただいたらどうでしょう

か。広報より効果がある場合もあります。 

事務局 ＰＲリーフレットを作成いたしますので、回覧いたします。 

代表 ご質問等はございませんか。 

ないようですので、事務局より説明がありました確認事項(1)発刊スケジュールについ

ては、編集委員会として承認することとしてよろしいでしょうか。 

各委員 異議なし。 

代表 それでは、(1)発刊スケジュールについては編集委員会として承認いたしました。平成

26 年度末の市史の完成を目指して、今後もスケジュール管理に努めていただきますよう

よろしくお願いいたします。 

次に確認事項(2)自然編・民俗編の巻構成等について事務局より説明をお願いします。 
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事務局 【資料に沿って説明】 

【要旨】 

  自然編・民俗編の巻構成等ですが、前回の編集委員会においてご承認いただいたと 

おり、判の大きさはいずれも B5判とし、自然編は 1段組の横書き、民俗編は 2段組 

の縦書きの予定です。なお、自然編は本文編と目録編の 2冊で 1巻と考えております。 

 また、自然編について、自然部会の専門部会で再度検討し、執筆要領に詳細を加筆

いたしました。 

次に民俗編について、民俗部会の全体会で再度検討し、一部執筆要領に変更がござ

います。なお、索引につきましては、付けることと決定しました。 

代表 ただいまの事務局の説明に関して、ご意見・ご質問等はございませんか。 

ないようですので、事務局より説明がありました確認事項(2) 自然編・民俗編の巻構

成等については、編集委員会として承認することとしてよろしいでしょうか。 

委員  異議なし。 

代表 それでは、(2)自然編・民俗編の巻構成等について、今後の執筆状況等によっては変更

になることも含め、現段階での予定として編集委員会として承認いたしました。予定ど

おりの発刊を目指して計画的に進めていただきますようよろしくお願いいたします。 

次に確認事項(3)その他、について事務局から何かございますか。 

事務局 2点ございます。 

お手元の資料の後ろに、自然編及び民俗編の原稿の扉と本文について見本がございま

す。市史の中身のイメージはこのようになりますが、提案の 1 点目は、市史の装丁につ

いてです。装丁の見本である束見本を複数用意いたしましたので、ご意見をお聞かせく

ださい。 

2 点目は、市史の販売価格についてです。他の自治体史において、販売価格の積算方法

で一番多いのが制作委託費を部数で割った金額を基本としたうえで、購入しやすい価格

に調整する方法です。日進市としても、財政部局との協議が必要ですが、他自治体の状

況を参考にし、制作委託費を制作部数で割った価格を基本とする積算方法を検討してい

ますが、平成 22 年度の市史編さん委員会でもいただいたご意見のとおり、市民に手にと

っていただきやすい価格にしたいと考えております。 

代表 ただいまの事務局の説明に関して、ご意見・ご質問等はございませんか。 

委員 装丁や販売価格は編さん委員会において、意見をいただく内容です。 

委員 同意見です。 

代表 他にご意見・ご質問はございませんか。 

ないようですので、(3)その他については、編さん委員会において議題としていただく

ことでよろしいでしょうか。 

委員 異議なし。 

代表  これで本日の確認事項はすべて終了いたしました。 

ここで議事の進行を事務局にお返しします。 

事務局 それでは、連絡事項です。 

この後、10 月に第 6 回日進市史編さん委員会を開催する予定です。編集委員会は今回

が最後の予定でありますが、編集委員会を開催するような案件が生じた場合には、再度

開催することもございます。その場合は、改めてご連絡差し上げたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

事務局 最後に武田教育部長より一言お礼を述べさせていただきます。 
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教育部長 本日はご多忙のところお集まりいただくとともに、貴重なご意見をいただきましてあ 

りがとうございました。また、委員の皆様には５年間大変お世話になりました。今年度

はいよいよ市史の刊行年度となります。校正等も順調に進んでいると伺っており、深く

感謝しております。いい市史を完成できるようできる限りのことをさせていただきたい

と考えておりますので、今後ともご協力をお願いいたします。 

事務局 これをもちまして第 6回日進市史編集委員会を終了いたします。本日はありがとうご 

ざいました。 

 （午後 2時 35分 閉会） 

 


